
メ

ラ

ネ

シ

ア
語

族

の
研
究

iiZg

石

演

純

太

郎
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こ
の

一
文
は
メ
ラ
ネ
シ
ア
語
研
究
の
書
誌
を
目
的
と
し
て
ゐ

る
が
､
然
し
十
全
な
る
貴
誌
を
編
纂
し
ょ
う
と
は
思
っ
て
ゐ
な

い
.
た
Ẑ
少
し
知
り
た
い
と
思
っ
て
ゐ
た
事
の
篤
め
に

一
関
し

た
も
の
1
中
か
ら
抄
錦
し
た
も
の
が
'
こ
ん
な
醒
裁
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
に
過
ぎ
な
い
C
随
っ
て
著
錐
し
た
も
の
も
皆
見
た
の

で
は
な
く
'
畢
放
る
引
富
し
の
も
の
が
多
い
｡
叉
も
少
し
調
べ

て
見
た
ら
慮
ぐ
に
分
り
さ
う
な
も
の
に
も
及
ん
で
ゐ
な
い
｡
今

の
僕
に
は
そ
の
閑
暇
が
な
い
か
ら
で
あ
る
O

そ
ん
な
粗
雑
な
も

の
を
公
け
灯
す
る
の
は
'
た
ゞ

最
先
に
開
い
て
見
た
､

L
es･L
a
n
g
u
es
d
u
M

onde,par
unbO
･r

OuP
e
d
e
tin
g
u
T

s

t
e

s

so
u
s
la
d
ire
ction
d
e

A
.
M

e
i
llet
et
M
arcet

C
o
11Cn

aV
eC

t
8
ca
rtes
tin
g
u
lStiq
ues
h
o
rs
te
x
te
.

(
C
o
lle
ction
L
in
gu
istiqu
e
)
p

u
b
!JOie
p
a
r
7
a

S
a
ci6
t6

de
Lin
guistique
de
Paris･I
X
V
Z.)
P
?
ris,
1924.

の
メ
ラ
ネ
シ
ア
語
族
の
盛
に
殆
ん
ど
諸
論
著
が
撃
っ
て
ゐ
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
.
そ
れ
で
主
と
し
て
自
分
自
身
の
翁
め
で
は

あ
る
が
､
叉
初
拳
の
人
に
は
多
少
便
宜
を
輿

へ
は
し
な
い
か
と

憩
ふ
か
ら
で
あ
る
｡

メ
ラ
ネ
シ
ア
語
族
と
云
ふ
の
は
大
東
亜
園
内
の
ビ
ス
マ
ル
ク

群
島
ソ
､
ロ
モ
ン
群
島

ニ
ユ
ウ

へ
ブ
リ
デ
ス
群
島
.
フ
ィ
ジ
ィ
群
鼠

な
ど
に
行
は
れ
て
ゐ
る
言
語
の
級
柄
で
あ
る
｡
縛
図
文
革
講
座

に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
新
村
出
博
士
の
言
語
拳
概
説

(
昭
和
八
年

京
都
刊
)
に
よ
る
と
南
島
語
の

一
支
流
と
出
て
ゐ
る
｡
南
島
語

族
と
は

A
ustron
esisc
h

又
は

M
atay?

P
o
ty
n
esiseh

の
事

で
あ
る
｡
そ
の
南
島
語
族
を
分
っ
て
三
つ
と
す
る
｡

一
'
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
淡

ln
d
o
n
esisch

二
T
メ
ラ
ネ
シ
ア
涯

M
el
anesisch
-

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
派

M
icro
n誌
.
s

ch

59
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三
'
ポ
リ
ネ
シ
ア
派

P
o
Ty
n
esisch

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
派
は
我
が
内
南
洋
の
言
語
で
あ
っ
て
､
こ
れ
は

メ
ラ
ネ
シ
ア
派
の
中
に
普
通
は

一
括
せ
ら
れ
る
｡
こ
の
文
に
於

て
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
派
の
文
献
を
含
ま
せ
な
い
｡

西
暦
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
は
言
語
拳

の
韓
換
期
で
あ
っ
た
｡
諸
言
語
比
較
の
大
語
曇
の
編
纂
､
世
界

周
航
の
探
検
旗
行
､
印
度
言
語
拳
の
輸
入
t
な
ど
の
麓
め
に
言

語
拳
は

一
大
静
展
に
向
つ
た
.
さ
う
し
て
欧
洲

･
ア
メ
リ
カ
∴

ア
フ
リ
カ
･
ア
ジ
ア
の
諸
言
語
は
皆
聾
者
の
封
象
に
な
っ
た
｡

南
島

語
族
も

此
に
於
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
｡

ア
ア
デ
ル
ン

グ

･
フ
ァ
ア
テ
ル
の

大
比
較
語
嚢
に
既
に
関
係
の
あ
っ
た
t.
さ

う
し
て
又
弟
に
科
挙
探
検
旅
行
家
と
し
て
有
名
な
る
ア
レ
キ
サ

ン
デ
ル
を
持
っ
て
ゐ
聖

墓
相
の
哲
畢
者
V
h

h
ctm

von
H
u
m
･

b
ol
d
t
は
南
島
語
族
の
研
究
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
.

フ
ン
求

ル
ト
の
研
究
は
泉
井
久
之
助
先
生
の
フ
ン
ボ
ル
ト

(西
哲
叢
書

X
V
t
llt
昭
和
十
四
年
再
版
東
京
刊
)
に
評
か
で
あ
る
が
'
そ

の
主
著
は

U
eb
er
d
ie
K
awi
･S
p
rache
auf
d
er
ln
set
J
ava.
B
erlin,

)
8
3
6-
3
9
.
3
B
d
e
.

の
心八
冊
で
あ
る
｡
JJ
の
東
日
に
於
て
敏
は
イ
ン
ド
-不
シ
ア
沢
と
ポ

リ
ネ
シ
ア
派
と
の
関
係
探
き
を
論
証
L
t
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
不
完

全
な
る
形
態
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
於
て
完
成
せ
る
を
示
し
た
の

で
あ
っ
た
｡
然
し
彼
に
在
っ
て
は
未
だ
メ
ラ
ネ
シ
ア
を
問
題
に
′

入
れ
る
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
｡
メ
ラ
ネ
シ
ア
語
を
研
究
し

た
の
は

H
ans
C
o
n
o
n
v
on
G
ab
eten
tZL
で
あ
っ
た
｡

D
ie
m
etanesisch
en
S
p
r
achen
n
ach
ihren
g
ranm
'a
ti･

schen
B
a
u

u
n
d
ih
rer
V
erw
and
tsch
aft
u
n
ter
sich

u
n
d
n

it

d
en

m
a
la
iis
ch･po
ly
n
esisc

hen
S
prachen

unte
rsu

cht.2
B
d.C.
L
eip
z
ig
L
86)-
73.

こ
の
大
著
に
よ
っ
て
こ
1

に
南
島
語
族
研
究
の
根
輝
が
置
か
れ

た
の
で
あ
る
｡
か
く
て

F

r
a
n
2
L

B
op
p
,
C
raw
fu
rd}
M
ax

M
E
ler
な
ど
に
よ
っ
て
提
議
せ
ら
れ
た
る
他
の
諸
語
族
と
の

関
係
は
承
認
せ
ら
れ
な
-
な
っ
た
｡

次
い
で

オ
オ
ス
ト
リ

の

F
r
ie
d
r
ic
h

M
d
tler
に
よ
っ
て
南
島
語
族
の
三
沢
は
確
定
し

た
｡
舵
は

R
e
is
e

d
er
6sterre
i
c

h
ischen
F
r.e
g

a
tte

N
ovala
um

d
ie
E
rd
e
in
den
l
ah
ren
185
7
)
1
8
5
8
)
)

8
･59
,
L

i
n

t

二

g
u
lStischer
T
e
il)
W

ien)1867.

に
於
て
次
の
如
-
分
類
し
て
ゐ
る
｡

T
.

M

a

7ay

l.S
C
hc
S

p
r
=IC
he
,1
=
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A
･
T
ag

alisch
e
G
ru

p
p
e

(
v
o
llen

d
etste

F
o
rm

)
:

､ヽB
･
M

a
lay

o
IJ
av

an
isch

c
G
ru

p
p
e

(v
on

d
en

v･o
llen

-

d
etsten

F
o
rm

h
er'ab

g
esu

n
k
en

)
:

ⅠⅠ.
P
o
ly
n
esisch

e
S
p
rach

en
(u

n
v
o
llen

d
ete

F
o
rm

)
:

Ⅰ
ⅠⅠ.

M
elan

esisch
e
G
ru

p
p
e

(eb
en

fa
lls

u
n
v
o
llen

d
et)

;

F
id･sch

i,
A
n
n
atom

,
E
rrom

an
g
o
,
T
an

a ,
M

a
lli-

k
o
to,

M
a
re

,
L
ifu

,
B
alad

ea
,
B
a
u
ro
,
G
u
ad

a
l-

Can
a
r
u
.
S.

W
.

山
去
ikl辞

封
｣
東
成

Q
策
寒

e
匝
鷹
藩
巌

露
出
召

U
te

岬
o

G
ru
n
d
riss

d
er

S
p
rach

w
isscn

sch
a
ft.

II.
B
an

d,
D
ie

S
p
rach

en
d
e
r
sch

lich
th
a
a
rlg

en
R
assen

.
ⅠⅠ,

A
b
teト

ltln
g
.

D
ie

S
p
rach

en
d
e
r

m
alay

isch
en

u
n
d

d
er

h
o
ch
asiatisch

en
(m

o
n
g
o
lisch

en
)
R
asse.

W
ien

,
18

82
.

S
.
5
1-

8
6
.

山
イ
白
壁
柊
据
剰
余
額

Q
o#

>
･*

,h
卜

長
止

頚
部

ふ
'
撫
ぜ
染

塞
き
e
Y

,Tr
B
,*

･)
卜

出
盛

ぐ
tJ

Je
fQ

o
ケ
い
n
J

トJ
h
や

恥
で
荘

'
嘩

O
'

v
iti

舵
心

へ
Ih
や

'･,h
卜
竪
各

e
噛
7g
据
肇

J
P

招
岬
少

Q
J
J頭

t-)
だ

掘
れ

車
P

fe
r
Q

o
jtj

Q
寄
れ

堅
姓

臣
抽
S

tJ
兎

p
O

o
へ

'ト
や

'･･)
卜

Q
蛋

白
望
度
量
S
東

軍
,o
赫
怒

tJ
掴

-
o

D
ie

S
p
rach

en
d
er

m
a
lay

isch
en

R
asse

･
､
･

I.
D
is

p
o
ly
n
eSisch

en
S
p
ra
ch
en

.

Ⅰ
Ⅰ
.
D
ie

m
elan

esisch
en

S
p
ra
ch
en

.

A
.
D
ie

V
iti-S

p
rach

e.

B
.-D

ie
iib

rig
en

m
elan

esisch
en

S
p
ra
ch
en ,

A
.
D
ie

S
p
rach

en
d
er

N
eu

-H
eb

rid
en

.

1.
P
ie

S
p
ra
ch
e
d
e
r
ln

sel
A
n
n
ato

m
(A

n
i-

teu
m
,
An

eity
u
m
)
･

2
.
D
ie

S
p
ra
ch
e
d
er

ln
sel

T
an

a
(T

an
n
a)

･

3
･
D
ie

S
p
ra
ch
e
d
.er

ln
sel･F

rrom
a
Pg

o
(E

r0
-

m
an
g
え)

.

4
.
D
ie

S
p
rach

e
d
e
r
ln

sel
V
ate

o
d
er

E
fat

■

(s
an

d
w
ich

jIslan
d
)
.

5
.
D
ie

S
p
ra
ch
e
d
er

ln
sel

A
p
i
o
d
e
r
T
asik

o

(S
esak

e-S
p
rach

e)
.

･＼

6
.
D
ie

S
p
rach

e
d
er

In
sel

P
am

a
(P

a
am

a
)･

7
.
D
le

S
p
rach

e
d
er

ln
sel

A
m
b
ry
m
･

8
.
D
ie

S
p
ra
ch
e
d
e
r
ln

sel
A
rag

a
(A

rag
h
)

o
d
e
r
W

h
itsu

n
tid

e
(P

en
tecost

∫slan
d
)
.

9
.
D
ie

S
p
rach

e
d
e
r
ln

sel
M

allik
o
.

･
10

.
D
ie

S
p
ra
ch
e
d
er

im
N
o
rd
en

d
er

V
iti -



IBα

Gruppe
geicg
en
en
ln
se
l
R
o
tu
m
a
.

B
.
D
ie
S
p
ranhen
der
S
a
lo
m
o
n
sL
n
seln
.

)
.

D
ieS
prache
d
e
r
.In
sel
B
a
u
ro
o
d
e
r
S
am

C
risto
v
a
l.

2
.
D
ie
S
prache
d
e
r
lnsel
U
lau
q
(C
o
n
t
rariI

か
t
6･tnse
l)
･

3
.
D
ie

S
p
r
ac
h
e

d
e
r

ln
sel

G
uadalcanar

o
d

er
G

e
r
a
.

4
.
D
ie

Sprache
d
er
In
se
l
M
a
r
a
o
der
M
ad

㌻
n
ta
.

･

.5

.
D
ie
S
p
rache

der
ln
sel
A
n
ud
h

a
(
F
lo
ri･

d
a
)

･

G
.
D
ie
S
p
r
ache
der
Znse
l
Y
sabel
(
M
a
h
a
g
a
･

S
p
r
ache
)

･

C
.

D
ieS
p
rachen
d
e
r
C
a
r
o
lin
en
.

D
.
D
ie
S
prachen
der

M
a
rsh
a
tlL
n
se
tn
.

E
.

D
ih

S
p
r
a
c
h
e
n

d
e
r

K
in
g
smi

ll

･Istan
d
s

(
l
'

A

r

ch
ipet
G
ilb
e
rt)
,

最
後
の
三
種
は
,､､ク
B
,ネ
シ
ア
派
を
形
成
す
る
.

､､↓
ユ
レ
ル
は

か
-＼
て
フ
ン
ボ
ル
ー
と
ガ
べ
レ
ン
ツ
の
研
究
を
出花
曲肌
さ
し
た
の

で
あ
る
｡
三
次
を
分
つ
主
要
な
る
鮎
は
南
島
語
族
に
特
有
な
る

多
数
の
小
新
の
静
達
に
あ
る
の
で
､
そ
の
最
も
原
始
型
を
ポ
リ

ネ
シ
ア
派
と
L
t
不
定
に
し
て
動
掃
し
易
き
こ
の
小
即
が
静
達

-

し
て
'
或
は
数
を
示
し
格
を
示
し
襲
化
を
示
し
'
或
は
接
頭
尉

接
尾
酎
挿
入
酎
と
な
り
'
或
は
前
置
詞
後
置
詞
代
名
詞
等
と
な

る
階
段
に
よ
っ
て
分
類
し
た
の
で
あ
る
｡
最
も
蓉
達
し
た
も
の

が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
波
で
あ
り
､
こ
の
派
は
静
蓮
の
極
崩
れ
て
行

っ
た
も
の
も
あ
る
.J
J云
ふ
の
で
あ
る
｡
こ
れ
は
其
後
大
鰐
に
畢

界
で
認
め
ら
れ
た
バ

以
上
の
通
り
fj
l

に
メ
ラ
ネ
･)
ア
語
族
は
基
礎
を
置
か
れ
た

の
で
あ
る
が
'
こ
れ
等
諸
言
語
の
資
料
は
基
督
教
宣
教
師
の
活

動
に
錨
す
る
滝
の
が
多
か
つ
た
.
彼
等
は
原
住
民
と
共
に
住
ん

で
そ
の
言
語
を
習
得
L
t
そ
の
言
語
に
よ
っ
て
布
教
用
書
籍
を

潮
詳
し
叉
編
纂
し
た
｡
そ
れ
等
の
書
籍
が
多
-
利
用
さ
れ
た
の

で
あ
る
｡
現
時
に
至
る
迄
そ
の
活
動
は
府
け
ら
れ
'
さ
う
し
て

そ
の
活
動
は
畢
術
に
迄
進
展
し
て
ゐ
る
｡
文
典
解
書
が
幾
つ
と

良
-
出
た
｡
そ
れ
等
の
文
典
群
書
が
比
較
研
究
の
資
料
と
な
つ

.て
ゐ
る
の
ガ
｡

叉
十
九
世
紀
末
よ
り
欧
洲
勢
力
の
南
太
平
洋

へ
の
進
田
は
各

国
よ
-
ノ地
理
1八
桓
博
物
風
俗
鮭
韓
ZJTT口,W.和
の
軸明
春
化b圏
を
史
ノ敦
に
迭

ィ
つ▲′b
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る
事
と
な
っ
た
｡
こ
れ
等
調
査
細鼎
の
文
献
志
も
小編
纂
せ
ら
れ
る

べ
き
で
あ
ら
う
O
こ
れ
等
調
査
国
の
文
献
は
宣
教
師
の
書
籍
と

相
待
っ
て
南
島
語
族
の
研
究
を
漸
次
に
旗
大
し
て
行
っ
た
｡
さ

う
し
て
フ
ン
ボ
ル
ト
､
ガ
べ
レ
ン
ツ
､

ミ
ュ
レ
ル
の

研
究
は
再

検
討
さ
れ
つ
1
あ
る
｡
南
島
語
族
に
取
り
囲
ま
れ
乍
ら
孤
立
語

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
パ
プ
ア
語
族
の
如
き
も
解
明
せ
ち

ヽ

る
1
の
日
が
来
る
で
あ
ら
う
｡

ミ
ュ
レ
ル
の
分
類
で
は

メ
ラ
ネ
シ
ア
語
は
南
島
語
の
第
二
静

達
階
段
と
認
め
る
の
で
あ
る
が
'
メ
ラ
ネ
シ
ア
人
は
イ

ン
ド
ネ

シ
ア
人
パ
プ
ア
人
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
混
血
種
族
と
す
る
の
で
あ

る
か
ら
'
そ
め
言
語
も
さ
う
云
ふ
種
族
わ
言
語
の
混
血
と
も
見

ら
れ
る
.
そ
こ
で

T
h
e
R
ev
,
R
,
H
,
C
o
d
ri点
torl
は
自
分

の
･調
査
研
究
の
上
か
ら
､
メ
ラ
ネ
シ
ア
語
は
そ
ん
な
混
血
言
語

で
な
-
'
却
て
古
い
特
殊
の
語
法
を
保
俸
し
ゐ
る
言
語
で
あ
る

と
云
ひ
出
し
た
の
で
あ
る
.

コ
ド

.リ
ン
ト
ン
望

嘉

に
つ
い
て

は
T
he
M
etanes;an
L
an
guages.
O
x
fo
rd
.
18
8
6
.

を
出
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